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　普段はなかなかお目にかかれない北アルプスの全容を望むには絶好
のコース。この日は、晴天の青空にアルプスの白銀の山並みがどこま
でも見晴るかせました。風もなく、穏やかな小春日和のなか、すべて
の葉を落として視界が広がる冬枯れの静寂な木立の向こうに、くっき
りと連なる大眺望が。樹木の生い茂った夏場には絶対に見られません
ね（まさかこの翌日が一転して大雪の朝になるとは）。
　本号は、今年度編集委員の最後の紙面となります。この「かわら版」
が届く頃には、既に桜の花だよりも賑やかになっていることでしょう。
そこで、松原地区近辺の桜の「名所」のいくつかをとりあげてみました。
桜めぐりの楽しみのお供ともなれば幸いです。

🌸遅咲きの桜
南公園の3本のヤマザクラ。中央公園の桜がすっかり散ってしまった後も、
名残り花を長く独り占めにできます。
古歌に「あはれてふ ことをあまたに やらじとて　春におくれて ひとり咲
くらむ」と。“称賛の言葉を独り占めにしたくて、独り遅れて咲くのだろう”
の風情。「咲くらむ」に「桜」の文字が隠されていますよ。

弘法山古墳のソメイヨシノ弘法山古墳のソメイヨシノ
※ �金華橋からの薄川両岸の大パノラマも絶景です※ �金華橋からの薄川両岸の大パノラマも絶景です
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中
の
道
脇

神代桜（白瀬淵）。桜の木の下には…神代桜（白瀬淵）。桜の木の下には…
信州の霊場（寺・墓所）にはシダレ信州の霊場（寺・墓所）にはシダレ
桜が多い（柳田国男）とか。桜が多い（柳田国男）とか。

槍ヶ岳の穂先がくっきりと槍ヶ岳の穂先がくっきりと

乗鞍岳もこんなに雄大に乗鞍岳もこんなに雄大に

🌸
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樹

木
霊
が
宿
る
シ
ダ
レ
桜
の
古
樹

･･･ 桜の面影を訪ねて･･･ 桜の面影を訪ねて
　今年の冬は、例年よりも寒気の厳しい日々が続き、立春後にも 20 センチに及ぶ
積雪が何度も繰り返されました。重い雪掻きに倦んだ身には、ますます春の到来を
待ち望む熱い思いがつのります。そんな思いに急かされて、中山霊園～弘法山古墳
までの山歩きをしてみました（2 月 9 日）。

松原裏山散歩松原裏山散歩松原裏山散歩松原裏山散歩

霊園山頂にあ
る樹木葬墓地
からの景色に
一同感動！

やや急峻な
散歩コース。
所々両側が
崩落して危険
な尾根道が
つづく。小さ
なお子さんに
は無理かも。
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世帯数　1,229 戸
人　口　2,972 人

高齢化率（65歳以上） 29.0％
（令和4年2月1日現在）



　

先
日
、
私
の
誕
生
祝
い
に
と

娘
か
ら
動
画
が
届
き
ま
し
た
。

孫
２
人
が
各
々
の
得
意
技
を
披

露
し
た
り
、
組
体
操
の
真
似
事

を
し
て
は
盛
り
上
が
り
、
笑
い

転
げ
る
の
で
す
。
娘
の
術
中
に

ハ
マ
り
、
私
も
涙
を
流
し
て
の

大
爆
笑
と
な
り
ま
し
た
▼
遠
い

昔
、
明
善
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
２
人
の
我
が
子
も
、
地
区
の

仲
間
た
ち
と
日
没
ま
で
遊
び
惚

け
、
子
等
の
歓
声
、
嬌
声
、
笑

い
声
は
空
を
突
き
、
天
ま
で
届

け
と
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
▼

し
か
し
時
は
過
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
今
、
近
隣
で
子
供
等
の
は

し
ゃ
ぐ
声
は
聞
か
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
行
き
場
は
限
ら
れ
、

大
人
数
で

の
外
出
も

Ｎ
Ｇ
。
笑

う
理
由
な

ど
見
つ
か

る
ハ
ズ
が

あ
り
ま
せ

ん
。
人
は

人
と
繋
が
っ
て
優
し
さ
や
思
い
や

り
が
芽
生
え
、
感
動
、
感
激
の
体

験
が
豊
か
な
感
情
を
育
む
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
只
今
、
公
民

館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
で
は
児
童
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
に
粉
骨
し
て
い

ま
す
。
関
係
者
の
優
し
さ
に
触
れ

る
度
、
自
ら
の
非
力
、
年
の
経
過

を
痛
感
し
ま
す
が
、
住
民
同
士
が

協
力
し
合
い
、
腹
か
ら
笑
い
合
え

る
日
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
祈
願

し
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
）

　

今
号
の
記
事
内
容
を
検
討
し
て

い
る
中
で
、「
松
原
の
四
季
の
草

花
や
松
原
近
郊
の
景
色
が
素
敵
な

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
よ
う
」
と
い

う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
ま
し
た
。
編

集
委
員
の
中
で
様
々
な
ス
ポ
ッ
ト

を
挙
げ
て
い
る
内
に
、
紙
面
で
は

紹
介
で
き
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

場
所
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、「
紙
面
の
一
記
事
に

留
め
る
こ
と
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
委
員
長
の
鶴
の
一
声
を
元

に
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

松
原
や
近
隣
地
区
に
あ
ふ
れ
る
素

敵
な
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
、
歩
き

な
が
ら
巡
る
際
の
道
し
る
べ
と
な

る
よ
う
な
地
図
を
作
ろ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
唯
一
無
二
の
松
原

モ
ー
ル
や
道
端
や
公
園
に
そ
っ
と

生
え
る
草
花
、
遠
く
に
そ
び
え
る

山
々
な
ど
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い

る
松
原
の
素
敵
な
場
所
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
公
民
館
だ
よ
り
や
松
原

か
わ
ら
版
の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
等
を
報
告
し
ま
す
。「
一

緒
に
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
方
は
是
非
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
町
会
」
と
は
何
か
考
え
て
み

ま
し
た
。
私
が
考
え
る
町
会
の
意

義
は
「
仲
間
作
り
」
と
「
防
災
に

備
え
る
事
」
と
「
自
治
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
町
会
費
が
必
要
と
な

り
、
会
員
よ
り
町
会
費
を
集
め
ま

す
。
集
め
た
町
会
費
は
、
効
果
的

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
様
々
な
事
業

に
振
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
仲
間
作
り
」
で
す
。

お
互
い
理
解
し
あ
う
こ
と
が
で
き

る
良
き
隣
人
を
多
く
作
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
町
会
の
皆
様
が

気
軽
に
知
り
合
う
き
っ
か
け
と
な

る
遊
ぶ
機
会
作
り
が
必
要
と
な
り

ま
す
。「
町
会
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」「
い
い
づ
ら
祭
」「
青
山
様
・

ぼ
ん
ぼ
ん
」 「
ウ
ル
ト
ラ
ゲ
ー
ム
大

会
」 「
文
化
祭
・
福
祉
ひ
ろ
ば
ま
つ

り
」「
三
九
郎
」で
す
。
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
行
事
が
縮
小
･
中
止
に
な
り
残

念
で
す
。

　

次
は
、
防
災
に
備
え
る
事
で
す
。

「
防
災
訓
練
」「
安
否
確
認
」「
防
災

備
品
の
管
理
」
等
で
す
。
阪
神
淡

路
大
震
災
で
倒
壊
家
屋
に
生
き
埋

め
に
な
り
助
か
っ
た
人
の
70
％
は

自
力
や
家
族
に
よ
る
救
出
、
残
り

30
％
は
隣
人
で
、
救
助
隊
が
助
け

た
の
は
１・７
％
で
す
。
救
助
隊
が

来
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、

１・
７
％
し
か
助
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
隣
近
所
の
住
民
が

協
力
し
、
お
互
い
違
う
こ
と
を
理

解
し
合
い
、
協
力
で
き
る
人
間
関

係
を
作
る
こ
と
が
、
防
災
に
も
強

い
町
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
、「
自
治
」
で
す
。 
「
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
・
運
営
」

「
町
内
の
清
掃
活
動
」「
交
通
安
全

事
業
へ
の
協
力
」「
敬
老
の
日
の

行
事
」
等
と
市
・
県
・
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
機
関
の
依
頼
事
項

に
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
に
…　
　
　
　
　
　
　
　

＊�

子
供
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
遊
ば
な
い
と
友
達
は

で
き
ま
せ
ん
。

＊�

町
会
役
員
は
、
年
齢
制
限
で
は

な
く
、
体
力
、
能
力
の
あ
る
方

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

編
集
後
記

　

本
年
度
も
「
松
原
か
わ
ら
版
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
行

事
が
な
く
な
る
な
ど
、
い
つ
も
と

違
う
紙
面
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
よ
り
良
い

紙
面
を
作
ろ
う
と
、
編
集
委
員
全

員
で
取
材
や
記
事
作
成
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
全
委

員
が
交
代
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長	

３
町
会	

渡
辺 

秀
夫

副
委
員
長	

１
町
会	

池
田 

辰
美

編
集
委
員　

 

２
町
会	

竹
澤 

将
人

	

４
町
会	

藤
森 

庸
子

	

５
町
会	

中
島 

稔

	

６
町
会	

工
藤 

美
智
香

	

７
町
会	

山
本 

礼
子

松
原
地
区
公
民
館
長	

下
村 

純

松
原
地
区
公
民
館
主
事	

合
津 

朋
実

「
町
会
」っ
て
何
だ
ろ
う
？

「
町
会
」っ
て
何
だ
ろ
う
？

み
ん
な
で
作
ろ
う！

街
歩
き
マ
ッ
プ

街
歩
き
マ
ッ
プ
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